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事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 令
和
５
・
６
年
度
の
役
員
決
定

第
３
期
大
江
体
制
、
新
た
な
船
出
！

に
入

っ
て
徐

々
に
元
通
り
の
社
会
が
戻

り
始
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
が
続
く
協

会

の
現
状
を
考
え
る
と
、

こ
の
４
年

の

ブ

ラ
ン
ク
は
大
き
く
、
２
期
４
年

の
大

江
体
制

で
行
う
予
定
だ

っ
た
組
織
改
革

は
大
幅

に
遅
れ
た
為
、
大
江
氏
に
ご
無

理
を
言

っ
て
３
期
目
を
お
引
き
受
け
頂

く
事
と
な

っ
た
。
し
か
し
大
江
氏

の
体

調
を
考
え
る
と
、
２
年
後
に
安
心
し
て

頂
け
る
よ
う
な
組
織
に
す
る
為
に
は
、

い
つ
ま
で
も
足
踏
み
を
続
け
る
訳
に
は

い
か
ず
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ

・
脱

コ
ロ
ナ
を
考
え

て
、

３０
周
年

に
向
け
て
の
第

一
歩
を
踏

み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為

に
は
役
員
だ
け
で
な
く
、
協

会
員
全
員
が

一
九
と
な

っ
て
、

７０
年
続

い
て
来
た

「京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会
」

の
灯
を
消
さ
な

い
た
め
に
、
既
成
概
念

を
捨

て
、
未
来
を
見
据
え
た
協
会

の
あ

り
方
を
模
索
す
る
事
に
よ
り
、
こ
の
難

局
を
乗
り
切
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

『理
事
長
代
理
」
就
任
に
あ
た
っ
て

小

坂

義

夫

大
江
理
事
長

に
３
期
目
の
理
事
長
就

任
を
お
願

い
し
た
際
、
「健
康
に
不
安
が

あ
る
の
で
、
理
事
長
代
理
を
置

い
て
く

れ
る
な
ら
も
う

一
期
だ
け
引
き
受
け
る
。
」

と
言
わ
れ
、
三
役
会

で
菅
浪

・
櫻
井
両

副
理
事
長

の
御
推
挙
を
頂
き
、
総
会

で

ご
承
認
を
頂
き
、
若
輩
な
が
ら
理
事
長

代
理
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
私

の
使
命
は
理
事
長
を
補
佐

す
る
と
共
に
、
次
世
代

の
協
会

の
あ
り

方

の
指
針
を
明
確

に
し
、
若

い
世
代
の

会
員
が
求
め
る
協
会

の
姿
を
模
索
す
る

事
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
会
員
諸
民
の
お
力
添

え
を
賜
り
、
関
係
機
関
と
も
情
報
交
換

し
な
が
ら
、
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
せ

る
よ
う
頑
張

っ
て
参

る
所
存

で
す
の
で

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大

江

正

照

（西
京
区

去
る
６
月
１
日
の
理
事
会

に
お
い
て
、

令
和

５
。
６
年
度

の
新
役
員
が
決
定
し

た
。
理
事
長
の
希
望

に
よ
り
、
今
回
は

「理
事
長
代
理
」
が
設
置
さ
れ
、
元
副
理

事
長

の
小
坂
義
夫
氏
が
就
任
。
ま
た
、

各
区

の
会
長
は
全
員
留
任

の

一
方
、
１

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
川
端
正
彦
氏

に
替

わ

っ
て
、
谷
萌
子
文
化
教
養
部
長
と
柿

並
高
光
組
織
強
化
部
長

の
事
務
局
員
２

名
が
新
た
に
理
事
に
就
任
し
た
。

４
年
前

の
６
月
に
発
足
し
た
大
江
体

制
は
法
人
化
２０
周
年
を
め
ざ
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
が
、
順
調
に
進

ん

で
い
た
事
業
も
発
足
後
半
年
に
し
て

突
然
起

こ

っ
た

「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
」
に
よ
り
、
多
く

の
事
業

が
中
止
や
規
模

の
縮
小
に
追

い
込
ま
れ
、

企
画
し
て
い
た
事
業
が
見
直
し
を
余
儀

無
く
さ
れ
て
色

々
な
計
画
も
大
幅
に
狂

う
結
果
と
な

っ
た
。

前
回
、
第
２
期
大
江
体
制
は
、
人
事

の
変
更
を
行
わ
ず

に
新
た
な

ス
タ
ー
ト

を
切

っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
引

き
行
政
か
ら
の
助
成
金
も
削
減
さ
れ
る

中
、
粛

々
と
事
業
を
行

っ
て
来
た
が
中

止
や
簡
略
化
が
続
き
、
よ
う
や
く
今
年
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ス
ク
ェ
ア
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チ
ャ
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会
開
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体
育
部
会
部
長
　
谷

　

雨

子

８
位
　
と
チ
ー
ム

舟
木
　
勉

・
谷
千
栄
子

・
中
村
静
子

西
澤
昭
造

・
森
下
芳

一
・
日
下
部
昌
史

（名
前
順
不
同

・
敬
称
略
）

昨
年
と
同
様
、
今
年
も
山
科
区
と
合

同
で
、
令
和
５
年
４
月
６
日

（木
）
に

「び
わ
湖

の
迎
賓
館
に
て
創
作
フ
レ
ン
チ

の
昼
食
と

『
ミ
シ
ガ
ン
』
湖
上
ク
ル
ー

ズ

に
て
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
…
…
」

正
月
を
過
ぎ

て
か
ら

一
斉

に
案
内
状

を
配
る
と
、
見

て
い
る
間
に
定
員
オ
ー

バ
ー
に
な
り
考
え
た
あ
げ
く
補
助
席
を

以
上

の
成
績

で
し
た
。
秋
に
ま
た
、

ボ

ッ
チ
ャ
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
頂
き
み
ん
な

で
ヮ
イ
ワ
イ
と
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

使
う
事

で

一
件
落
着
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は

「
ａ
ｕ
シ
ョ
ツ
プ
九
条
御
前
」

の
向
側

で
南
区

の
会
員
さ
ん
が
乗

っ
て
、

次
に

「
山
科
区
役
所
」
前

で
山
科
区
の

会
員
さ
ん
が
乗
り
合
計
４３
名

の
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
ｃ

英
国
風
建
物

の

「旧
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
」

び
わ
湖
大
津
館

の
２
階

で
湖
を
見
な
が

ら
創
作

フ
レ
ン
チ

コ
ー
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
バ
ス
の
中

で
頂

い
た
お
土
産
ク
ー

ポ

ン
券
を
ホ
テ
ル
の
売
店

で
使

い
ま
し

た
。
急

い
で
バ

ス
に
乗
り
大
津
港

へ
、

そ
し
て
「
ミ
シ
ガ

ン
」
に
乗
船
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
２
階
や
３
階
に
行
き
３
６
０

度

の
大
パ
ノ
ラ

マ
、
比
叡
山
や
比
良
山
、

琵
琶
湖
大
橋
等
が
本
当
に
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
感
動
し
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
で
は

マ
ジ

ツ
ク
や
色
々
な

シ
ョ
ー
が
有
り
手
拍
子
を
打

つ
な
ど

一
体

化
し
て
楽
し
い

一
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
回

の
旅
行

で

一
番
心
配
し
て
た
の

が
１
週
間
前
く
ら

い
か
ら
当
日
は

一
日

中
雨
と
天
気
予
報

で
は
言

っ
て
ま
し
た
。

百
パ
ー
セ
ン
ト
諦
め
て
傘
を
用
意
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
朝
か
ら

一
粒

の

雨
も
降

っ
て
い
ま
せ
ん
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
精
進

の
良

い
方

々
だ

っ
た
の
ね
。

お
昼
頃
か
ら
は
日
が
射
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
６
月
４
日

（日
）
、
京

都
市
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
推
進
セ
ン

タ
１
３
階

の
体
育
館
を
お
借
り
し
て
、

京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会
主
催

の

「
ス

ク

ェ
ア
ボ

ッ
チ

ャ
大
会
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
大
勢

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、

楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
皆
様

の
真
剣
な
眼
差
し
や
、

思

い
通
り
の
所

へ
投
げ
ら
れ
た
時

の
笑

顔
や
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
目
に
し
、
本
当

に
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

ご
来
賓

の
京
都
市
障
害
保
健
福
祉
推

進
室

の
須
浦
課
長
、
市
身
連

の
大
泉
局

長
よ
り
暖
か
い
ご
挨
拶
も
頂
き
、
ま
た
、

川
瀬
先
生
を
始
め
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
方

々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今

回

は
グ

ル
ー
プ

分

け

の
チ
ー
ム
名

が
前

回
と
変

わ
り
、
解

り
づ

ら
か

つ
た

事
等

も
あ
り
、
後
半

の
順
位
決
定
戦

で

は
手
間
取

る
等

の
反
省
点

も
あ
り
ま
し

た
。

こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
次

回

は

ス
ム

ー
ズ

に
大
会

運
営

が
出
来

る
よ
う

に
体

育
部

員

で
知
恵
を
出

し
合

い
た

い
と
思

い
ま
す
。
今

回
ご
参
加
頂

い
た
方

は
勿

論

で
す

が
、
次
回

は
お
友
達

も
誘

っ
て

ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
今

回
ご
参
加

で
き
な
か

っ
た
方

も
次
回

は
、
是
非
ご

参
加

を
お
願

い
致

し
ま
す
。

優
　
勝
　
ほ
チ
ー
ム

大
田
雅
子

・
藤
井
信
幸

・
尾
川
弘
昭

山
崎
武
士

・
柿
並
高
光

準
優
勝
　
い
チ
ー
ム

浦
谷
明
代

・
北
山
弘
乃

・
安
田
二
郎

中
村
行
雄

・
坂
本
征

一
・
田
丸
登
志
枝

３
位
　
ち
チ
ー
ム

西
　
明
男

・
廣
浦
恵
子

・
李
　
愚
公

西
　
宏
子

・
粂
山
義
隆

・
澤
井
真
智
子

４
位
　
に
チ
ー
ム

舟
木
好
子

・
柳
井
常
子

・
岡
谷
　
明

粟
津
廣
美

・
安
田
和
子

・
谷
　
一朋
子

５
位
　
ろ
チ
ー
ム

芦
刈
辰
雄

・
木
下
文
男

・
福
田
知
史

菅
浪
善
造

・
堀
　
春
か

。
藤
原
志
津
香

６
位
　
は
チ
ー
ム

弓
勢
喜
美
榮

・
稲
垣
増
美

。
日
野
　
勝

玉
岡
朱
美

・
松
本
美
智
子

・
芝
　
三我
子

７
位

　
ヘ
チ
ー
ム

櫻
井
貞
子

・
黒
川
善
弘

・
棚
橋
弘
美

小
西
亜
里
沙

。
勝
山
　
繁

。
勝
山
圭
子

社
会
参
加
訓
練
見
学
旅
行

南
区
　
黒

川

善

弘

″
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十
０
ｌ
ｏ

は
結
婚
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

小

坂

義

夫

平
成
２３
年
３
月
Ｈ
日
の

「
東
日
本
大

震
災
」
以
降
、
結
婚
希
望
者
が
大
幅
に

増
え
た
事
は
ご
存
じ
の
事
と
思
う
が
、

そ
の
要
因
は

″
い
ざ
と

い
う
時
に
誰
か

側
に
居
て
欲
し

い
―
ク
と
い
う
も
の
だ

が
、
そ
の

一
方

で

「
子
供
は
作
る
余
裕

が
な

い
」
と

い
う

の
も
事
実

で
あ
る
。

以
前
に
あ
る
政
治
家
が

「
女
性
は
子

供
を
産
む
の
が
仕
事
」
と
発
言
し
て
社

会

で
物
議
を
醸
し
た
が
，
子
供
は
女
性

に
し
か
産
め
な

い
ク
と

い
う
意
味

で
は

女
性
は
偉
大

で
あ
り
、
男
尊
女
卑

で
は

な
く
女
尊
男
卑
が
自
然
界
で
の
本
来

の

姿

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
近

で
は

″
ジ

ェ
ン
ダ
ー
″
と
い
う

言
葉
を
良
く
耳
に
す
る
が
、
性
同

一
性

障
害
を
含
め

ク
性
的
多
様
性
″
が
認
め

ら
れ
る
事
は
良

い
事
だ
と
思
う
が
ら
結

婚
″
と
い
う
表
現
と
は
区
別
す
べ
き
だ

と
は
思
う
。

ま
た
高
齢
化
に
伴

い
、
老
人
ホ
ー
ム

で
の
恋
愛
が
あ
る
話
を
聞
く
事
も
あ
る

が
、
還
暦
を
超
え
た
者
同
士

の
結
婚
も

増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
こ

の
場
合
は
子
供
や
家
庭

の
事
情
も
鑑
み

て
、
籍
を
入
れ
な

い

″
事
実
婚
ク

の
ケ

ー
ス
も
多

い
が
、
た
と
え
家
族
が
居
て

も
異
性
と
共
に
暮
ら
し
た
い
と

い
う
、

人
間

（動
物
）
の
本
能
な
の
か
も
知
れ
な

い
し
、
そ
の
方
が
長
生
き
す
る
と
い
う

デ
ー
タ
ー
も
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
去
る
６
月
１７
日
に

″
京

都
身
体
障
害
者
結
婚
相
談

所
　
相
談
員
研
修
会
″
が

開
催
さ
れ
た
。
第
１
部

の

講
演
で
は

ク
き

ょ
う
と
婚

活
応
援
セ
ン
タ
ー
ク

の
興

石
君
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
結
婚
相
談
員
と
し

て
の
心
構
え

～
効

果
的
な
婚
活
支
援
を
行
う
た
め
に
～
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
講
演
内
容
は
相

談
員
と
し
て
の
基
本
的
な
内
容
だ

っ
た

が
、
近
年

ク
出
会

い
系

ア
プ

リ
ク
を
使

っ
て
の
結
婚
が
増
え
て
い
る
事
に
驚

い

た
。
『新
婚
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
―
』
等

の
テ
レ
ビ

で
は
よ
く
聞
く
が
、　
一
時
は

性
犯
罪

の
温
床
と
な

っ
て
い
た

マ
ッ
チ

ン
グ

ア
プ

リ
が
公
的
機
関

の
職
員
か
ら

肯
定
的
に
話
さ
れ
た
事

に
、
社
会
認
識

の
変
化
に
恐
怖
す
ら
感
じ
る
。

さ
て
、
話
を
結
婚
相
談
所
に
戻
そ
う
。

結
婚
相
談
所
は
京
都
府

・市
が
府
身
連
。

市
身
連

に
委
託
し
て
行

っ
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
″
運
営
委
員
″
と

ク相
談
員
ク
が

い
る
。
そ
し
て
前
者
は
各
障
害
者
団
体

か
ら
選
出
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

。

運
営
、
予
算

の
執
行
等
事
業
運
営
を
行

う
の
が
本
来

の
業
務

で
あ
る
。　
一
方
後

者
は
、
府
内

の
市
町
の
連
合
会
と
市
内

の
各
行
政
区
の
連
合
会
か
ら
選
出
さ
れ
、

地
元

の
結
婚
希
望

の
身
体
障
害
者
を
相

談
所

に
紹
介
す
る
の
が
本
来

の
仕
事

で

あ
る
が
、
そ
の
役
割
が
明
確
化
し
て
い

な
い
。
ま
た
以
上

の
理
由
か
ら
す
べ
て

の
役
員
が

ク
身
体
障
害
者
ク

で
あ
る
ｃ

よ

っ
て
、
障
害
者

の
様

々
な
法
改
正
が

あ

っ
た
が
精
神
障
害
者
を
受
け
入
れ
る

に
は

″
精
神
福
祉
士
″
等

の
専
門
家

の

採
用
が
必
要
で
あ
り
、
本
来
の
ク身
体
障

害
者
″
を
対
象
と
し
た
結
婚
相
談
所
と

「不
二
の
山
」

前

田

美
智
子

琵
琶
湖

畔

の
佐
川
美
術
館

へ

「
葛

飾
北
斎

展

」

を
鑑
賞

に
出
掛

け
た
。

西
洋
美

術

と
異
な
り
、

日
本

の
古

い
版
画

は
鑑

賞
す

る
立
場

か
ら
す

る

と
、
少

し
物

足
り
な

い
く

ら

い
に

ス

ケ
ー

ル
は
小

さ

い
が

一
つ
、
　
一
つ
の

絵

か
ら

は
味

わ

い
深
さ
が
伝

わ

る
。

ど

の
作

品

に
も

「
不

二
の
山
」

と

題

し
た
私

の
好
き
な
富
士
山

の
描

写

に
、
館
内

一
周
も
全
然
退
屈

し
な

い

の
だ
。

一
番
気

に
入

っ
た
絵

は
、
桶

屋

の

職
人

と
身

の
丈

ほ
ど

の
大
き
な
桶

の

中

に

ス

ツ
ポ

リ
と
お
さ
ま

っ
た
不

二

・拶

嚇骰
一ｍ
糀
ｍ
一一一一一

の
山
。
ま
だ
底

の
付

い
て
い
な

い
桶

の

筒
状

の
先

の
情
景

は
、

ト

ン
ネ

ル
の

向

こ
う
側

の
景
色

の
如

く

に
、
遠
近

法
を
使

っ
た
構
図

の
見
事

さ

で
あ

る
。

そ
し

て
、

ユ
ー

モ
ラ

ス
な
描
き
方

は
自
然

に
国
元

が

ほ

こ
ろ
ん
だ
。

余

り

に
も
有
名

な

「
北
斎
」
だ
が
、

私

は
古
美
術
的

な
も

の
に
は
関
心
が

薄
く
、
鑑
賞

の
機
会

は
ご

く
稀
な
も

の
だ
。

こ
の
展
示
会

は
余
程

に
気

が
向

い

た

の
だ

ろ
う
が
、
覚

え

て
お
き
た

い

と
頭

に
叩
き
込
ん
だ
筈

の

″
桶
屋

の

主
人
と
不

二
の
山
″

の
絶
妙
な
バ

ラ

ン
ス
で
の
作
品
を
、
帰
宅

す

る
と
も

う
題
名
を
忘

れ

て
し
ま

っ
て
い
る
現

実

が
悲

し

い
。

（何
年
も
前
に
開
催
さ
れ
て
い
た
時
の

原
稿
で
す
が
…
…
）

ク

影は
一Ｍ
Ⅷ

し
て
、
多
様
化
す
る
結
婚
形
態

の
変
化

の
中

で
、
ど

の
よ
う
に
組
織
改
革
を
行

う
か
が
、
今
後

の
大
き
な
課
題
だ
と
思

う
ｃ「家

」
と

い
う
概
念
が
希
薄
に
な
り
、

憲
法
２４
条
ｌ
項

に
は

「
婚
姻
は
両
性

の

合
意

の
み
に
基
づ

い
て
成
立
」
と
あ
る

が
、

こ
の
多
両
性
ク
に

は
ジ

ェ
ン
ダ

ー
も
含

ん
だ
解
釈

も
あ
り
、

「な
ぜ
人
は
結
婚
す
る

の
か
？
」

の
答

え
も
、

多
様
化

し

て

い
る

の

か
も
知

れ
な

い
。
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令和 5年 7月 1日 きょうと 身障の福祉 第 363号 (4)

指
導
者
研
修
会
を
受
講
し
て
　

市
障
害
者
相
談
員
委
嘱
式
に
臨
ん
で
　

一定

っ
て

、
一定

っ
て

＝
¨

前

田

美

智

子

中
京
区
　
日

下

部

昌

史

去
る
５
月
８
日

（月
）
市
身
連
地
域

指
導
者
研
修
会
が
１８
時
３０
分
か
ら
京
都

市
身
体
障
害
者
福
社
会
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
市
身
連
副
会
長
竹
下
義
樹

様
が
開
会

の
あ

い
さ

つ
を
さ
れ
、
次

い

で
、
「令
和
５
年
度

の
福
祉
関
連
予
算
に

つ
い
て
」

の
講
演
が
京
都
市
保
健
福
祉

局
障
害
保
健
福
祉
推
進
室
企
画

・
社
会

参
加
推
進
課
長
須
浦
浩

二
氏
か
ら
有

っ

た
。
休
憩
を
挟
み
再
び
、
京
都
市
身
体

障
害
者
団
体
連
合
会
主
席
副
会
長
竹
下

義
樹
氏
よ
り

「
障
害
者
に
よ
る
情
報

の

取
得
及
び
利
用
並
び

に
意
思
疎
通
に
係

る
施
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律

（障
害

者
情
報

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

・
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（施
策
推
進
法
）」
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ

っ
た
。
質
疑
応
答
を

交
え
な
が
ら
、
会
場
内
は
白
熱
し
た
言

葉
が
行
き
交

い
２０
時
３０
分
ま
で
時
を
忘

れ
て
、
過
ご
し
た
。

一■
■
一
■
●
＝
一一・，，，

一一
■
■
●
■
●
●
　
　
　
　
ヽ
．

■
一
■
１
‐
　
　
・
ｌ

中
京
区
　
日

下

部

昌

史

過
日
、
５
月
８
日

（月
）
京
都
市
障

害
者
相
談
員
委
嘱
式
及
び
第
１
回
京
都

市
障
害
者
相
談
員
連
絡
会
が
京
都

テ
ル

サ
を
会
場
に
午
前
１０
時
か
ら
開
催
さ
れ

た
。
委
嘱
式

の
開
会
あ

い
さ

つ
に
京
都

市
保
健
福
祉
局
障
害
保
健
福
祉
推
進
室

長
徳
永
博
己
様
が
話
さ
れ
た
。
引
き
続

い
て
、
第
１
回
京
都
市
障
害
者
相
談
員

連
絡
会
が
開
催
さ
れ
、
心
新
た
に
受
講

さ
せ
て
頂

い
た
。

自
分

の
人
生

で
、
「今
ま
で
に
積
み
重

ね
て
き
た
も

の
は
？
」
と
問
か
れ
て
も
、

答
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
程
に
、
何
事
も

中
途
半
端

に
物
事
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

華
道
に
茶
道
、
編
物
に
ペ
ン
習
字
…
…
。

現
在

の
年
齢

に
な

っ
て
振
り
返

っ
て
も
、

何
ひ
と

つ
形
に
残
せ
て
な

い
の
が
、
と

て
も
悔
や
ま
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中

で
、
唯

一
の
キ

ャ
リ
ア
は

４８
年

の
運
転
歴
で
す
。
免
許
取
得
後
は
、

足
代
わ
り

の
マ
イ
カ
ー
を
走
ら
せ
て
、

一
人
旅

の
挑
戦
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

走

っ
て
、
走

っ
て
、
走
り
抜
け
た

い

と
の
強

い
思

い
は
、
本
州
最
北
端

の
碑

が
建

つ
下
北
半
島

の
大
間
町
や
、
尻
屋

岬
ま
で
の
長
距
離
を
、
障
害
者
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー

の
ギ
ネ

ス
を
胸
に
秘
め
て
、

「
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
」
の
よ
う
に
、
ひ
た
走

っ
た
１７
泊
１８
日
間
。

自
分
に
課
せ
た
勇
気
と
根
性
は
、
し

っ
か
り
と
根
付
き
、
人
生

の
壁
に
ぶ

つ

か
る
試
練
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
好
奇

心
が
旺
盛
な
私
は
、
随
分
と
遠

い
所
ま
で
走
り
続
け
た
も
の
で

す
が
、
近
場

で
は
琵
琶
湖
周
辺

が
好
き
で
彦
根
、
長
浜
な
ど
は

数
え
き
れ
な

い
程
に
走
り
回
り

ま

し

た

ｃ

時
折
、
近
江
八
幡

の
水
郷
め
ぐ
り
に

立
ち
寄
り
、
湖
面
に
そ
よ
ぐ
風
と
、
手

漕
ぎ

の
和
船
が

「葦
」

の
間
を
滑
り
行

く
風
情
を
見

つ
め
、
何
と
な
く
心
を
空

っ
ぽ
に
す
る
の
で
す
…
…
。

私
も
８０
歳

に
な
り
ま
し
た
。
後
、
何

年
ぐ
ら
い
を
好
き
な
車
と

「道
中
録
」

を
残
せ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
ひ

と

つ
だ
け
夢
が
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
箱
根
路
を
思

い
切
り
走
る

こ
と
Ｈ

子
供

の
頃
か
ら
、
健
康
な
人
と
は

一

緒
に
行
動

の
出
来
な
か

っ
た
私
は
、
小

学
校
や
中
学
校

の
修
学
旅
行
に
は
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
、
中
学
生

の
頃

は
、
伊
豆

。
箱
根
方
面
に
憧
れ
て
い
た

の
で
、
修
学
旅
行

の
東
京

・
箱
根
方
面

を
断
念
す
る
気
持
ち
は
、
や
る
せ
な
さ

が
募
り
ま
し
た
。

毎
年
、
お
正
月

の
二
日
間
、
箱
根
大

学
駅
伝
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、

ゴ
ー
ル
の
芦
ノ
湖
ま
で
の
コ
ー
ス
を
走

り
た

い
の
で
す
。
そ
し
て
、
小
さ

い
時

の
忘
れ
物
を
ポ
ケ

ツ
ト
に
入
れ
た
い
の

で
す
ｃ

私
は
、
美
術
館

へ
行
く

の
も
好
き
で
、

一
番
に
行

っ
て
見
た
い
所
が

「ポ
ー
ラ

美
術
館
」
。
そ
れ
も
箱
根
に
あ
り
、
老
体

に
ム
チ
打

っ
て
、
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
、

遠
出
に
挑
戦
し
、
中
学
生

の
修
学
旅
行

を
実
現
さ
せ
た

い
と
思
う
昨
今

で
す
。

47都道府県に動物の

名前が入つた県が 4つあ

ります。何県でしようか?

全て解答。

①クイズの答え ②住所

0氏名 ④電話番号

⑤ 7月 号広報紙の意見・感

想 ⑥必ず官製ハガキにて

お願い致します。

正解者には、抽選で 3名

様に図書カー ド1′000円

分をお送りします。

締切り 9月 10日 (消印有効)

〒6018321南区吉祥院西定成町35

洛南身障福社会館内

肢体障害者協会クイズ係

◎前回の答えは、

「2.天皇盃」でした。

応募総数 8通。当選者は、

賞品の発送をもつて発表

にかえさせていただきま

「き
ょ
う
と
身
障
の
福
祉
」
は
、

年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
方
や
読
ん
で
頂
い
て
い
る

皆
様
に
親
し
み
を
持
っ
て
読
ん

で
頂
け
る
新
間
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。
俳
句
や
短
歌
、
常
日
頃
感

じ
た
感
動
や
不
満
な
ど
の
出
来
事
を
投

稿
し
て
頂
き
、
共
有
し
な
が
ら
皆
様
に

よ
り
近
し
い
新
間
に
し
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
原
稿
は
会
員
で
無
く

て
も
大
歓
迎
で
す
の
で

一
つ
で
も
多
く

の
皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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